
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
文
部
科
学
省
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す

る
附
帯
決
議

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

参
議
院
文
教
科
学
委
員
会

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
国
立
高
等
専
門
学
校
の
高
度
化
再
編
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
入
学
志
願
者
数
の
動
向
、
卒
業
生
の
進
路
等

を
踏
ま
え
、
個
々
の
高
等
専
門
学
校
の
自
主
性
・
自
律
性
及
び
教
職
員
間
の
議
論
に
基
づ
く
学
内
合
意
を
十
分
尊
重
し
、
教

育
研
究
の
個
性
化
、
活
性
化
、
高
度
化
が
よ
り
一
層
進
展
す
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
全
国
各
校
の
教
育
研
究
の
充
実

が
図
ら
れ
る
よ
う
十
分
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

二
、
国
立
高
等
専
門
学
校
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
と
の
整
合
性
の
観
点
等
、
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て

き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
い
る
こ
と
等
、
組
織
の
在
り
方
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
の
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
へ
の
移
管
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
担
っ
て
き
た
日
本
語
教
育
研
究
及
び
関
連
す
る
事
業
等
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
引
き
続
き
当
該
研
究
や
事
業
等
を
主
体



的
に
担
っ
て
い
く
た
め
の
十
分
な
財
源
措
置
及
び
人
的
配
置
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
研
究
所
に
、
大
学
共
同

利
用
機
関
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
当
該
研
究
や
事
業
等
を
担
当
す
る
部
門
を
設
置
し
、
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
中
期
計
画
に
そ
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
措
置
を
盛
り
込
む
こ
と
。

四
、
移
管
後
の
国
立
国
語
研
究
所
に
お
い
て
も
日
本
語
教
育
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
、
既
存
の
研
究
開
発
や
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
継
続
等
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
大
学
共
同
利
用
機
関
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
研
究
職
に
あ
る
者
を
適
切
に
移

籍
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
正
な
手
続
に
基
づ
き
処
遇
す
る
こ
と
。

五
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
が
担
っ
て
き
た
国
語
及
び
国
民
の
言
語
生
活
並
び
に
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の

調
査
研
究
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
学
術
研
究
の
中
核
機
関
と
し
て
共
同
研
究
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

国
語
政
策
へ
の
貢
献
と
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
の
基
盤
的
な
調
査
研
究
、
必
要
な
研
究
課

題
の
設
定
・
実
施
、
そ
の
成
果
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に
は
国
の
機
関
と
す
る
こ
と
を

含
め
て
組
織
の
在
り
方
を
抜
本
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

六
、
独
立
行
政
法
人
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
の
観
点
か
ら
放
送
大
学

学
園
は
も
と
よ
り
、
関
係
府
省
、
地
方
公
共
団
体
等
と
も
連
携
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
を
含
め
た
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
振



興
に
努
め
る
こ
と
。

七
、
運
営
費
交
付
金
等
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
算
定
基
準
及
び
算
定
根
拠
を
明
確
に
し
た
上
で
公
表
し
、
公
正
性
、
透
明
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
法
人
の
規
模
、
事
業
等
そ
の
特
性
を
考
慮
し
た
適
切
な
算
定
方
法
と
な
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

ま
た
、
組
織
改
定
前
の
公
費
投
入
額
を
踏
ま
え
、
従
来
以
上
に
教
育
研
究
等
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
の
に
必
要
な
所
要
額
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


